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、
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、
西
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鳥
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県
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年
中
央
会
統
一
事
業
と
し
て

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
づ
く
り
（
C
I

事
業
）
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

周
年
事
業
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
各

委
員
会
と
周
年
実
行
委
員
会
の
連
携

も
重
要
で
す
が
、

一
番
大
切
な
の
は

全
会
員
皆
さ
ん
の

協
力
で
し
ょ
う
。

感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年

度
、
私
個
人
も
会

社
の
代
表
者
と
し
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平成15年度 
テーマ 「人が人を考える、青年中央会」 30周年を「全員参加」で成功させよう 

　

2
0
0
4
年
の
新
し
い
年
も
始
ま
り
、
社
長
と
し
て
、
企

業
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
新
た
な
決
意
で
「
業
績
向
上
戦
略
」

を
起
て
、
皆
様
が
邁
進
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、　

年
度
の
東
部
青
年
中
央
会
は　

周
年
事
業
の

15

30

「
実
行
の
年
」
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
全
員
参
加
を
呼
び
声
に
、
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
「
感
動
の
あ
る
青
年
中
央
会
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

て
、
ど
ん
な
青
年
団
体
に
な
れ
ば
感
動
が
得
ら
れ
る
の
か
、

今
の
時
代
に
合
っ
た
魅
力
の
あ
る
会
に
な
る
の
か
？
東
部
で

は
周
年
事
業
を
構
築
す
る
と
同
時
に
会
の
意
識
改
革
・
源
流

強
化
を
含
め
た
周
年
事
業
の
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

　

周
年
事
業
の

30「
実
行
の
年
」

て
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

必
ず
実
現
し
た
い
と
日
々
五
感
を
働
か
せ
な
が
ら
行
動
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
青
年
中
央
会
の
周
年
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
て
役
員
、
会
員
皆
さ
ん
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
、
影

響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す

し
、
市
位
県
会
長
を
は
じ
め
、
浜
田
西
部
会
長
、
中
井
中
部

会
長
、
そ
し
て
O
B
と
の
交
流
も
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
青
年
中
央
会
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
我
々
中
小
企
業
の
発
展
に
向
け
て
皆
様
一
緒

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
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部
西
部　

月
例
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に
参
加
し
て

月
例
会
に
参
加
し
て
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総
務
委
員
会
担
当
副
会
長

濱
田　

泰
彦　

　

平
成　

年　

月　

日
、
総
務
委
員
会
は
委
員

15

11

17

会
活
動
の
一
環
と
し
て
西
尾
委
員
長
を
筆
頭
に

総
勢
6
名
で
西
部
例
会
に
参
加
し
て
参
り
ま
し

た
。
今
回
の
参
加
は
、
西
尾
委
員
長
の
年
度
当

初
か
ら
の
希
望
で
、
是
非
他
地
区
の
例
会
を
見

学
し
て
東
部
の
例
会
運
営
の
参
考
に
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
で
、
気
持
ち
良
く
参
加
を
了
承
し

て
頂
き
ま
し
た
西
部
の
皆
様
に
は
、
深
く
感
謝

致
し
ま
す
。
今
回
は
オ
ー
プ
ン
例
会
で
し
た

が
、
運
営
等
、
同
じ
例
会
で
も
少
し
ず
つ
違
い

が
あ
り
、
我
々
と
し
ま
し
て
も
大
い
に
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
講
師
の
日
野
病
院
院
長
、
堀
江

裕
氏
の
時
間
を
大
延
長
し
て
の
お
話
（
歌
？
）

に
会
場
大
い
に
沸
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
演
題

の
キ
ー
ワ
ー
ド
�
健
康
�
ど
お
り
、
帰
り
は
心

が
少
し
元
気
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た

よ
ネ
ッ
、
委
員
長
!
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瀧
本
浩
志

瀧
本
浩
志

会
長
会 
長





国際交流委員会委員長　細砂修二

　12月クリスマス例会担当をしました国際

交流委員会、細砂です。今年のクリスマス例

会では、毎年恒例のハンマープライスを、各

委員会ごとの単位で司会進行していただき、

出展商品の説明　会員の紹介などあり、とて

も良かったと思いました。また今回のゴスペ

ルオーブの歌はどうでしたでしょうか？クリ

スマスにちなんだきれいな歌声ではなかったでしょうか！裏方として

参加しいろいろ手落ちがありましたが、皆様のご協力で楽しいクリス

マス例会になったことを感謝します。ありがとうございました。

国際交流委員会担当副会長　井上法雄

　12月18日クリスマス例会当日児島会員の12月ク

リスマス例会開催の発声は、気力に満ちた国際交流

委員会の2003年を締めくくる最後の担当例会にふ

さわしい司会であると感じられました。思い起こせ

ば9月の例会での準備不足による当日の不手際。や

はり、担当の人間だけでなく『全員参加』で二重三重

にもミーティングを重ね、自分たちが作り上げる例

会という『思い』が重要であると再度認識いたしました。会員同士の『きずな』

は、それが苦労であればあるほど強くなり新しい青年中央会を形作る源ではな

いかと国際交流委員会の皆様に教えられました。国際交流委員会の皆様ご苦

労様でした。そしてありがとうございました。この例会が失敗したら青年中

央会をやめるという細砂委員長の言葉が『…それって僕が国際交流委員長も兼

任？？』ほっと胸をなでおろす井上副会長でした。

12月例会
クリスマス家族例会



 

3月18日（木）PM18：30～ 
ホテルニューオータニ鳥取 

4月15日（木）PM18：45～ 
ホテルニューオータニ鳥取 

  

国際交流委員会　児島　聖仁 

IT委員会　　　　勢木　直志 

おめでとうございます。 

4月17日（土）AM9：00～ 

湖山池お花畑ゾーン 

　まずは、テーマ「ようこそ　ようこそ　ありがと
うふちくわ」サブテーマ～しとんさるか鳥取自慢
～、今晩はの替わりにこんにちくわと言われ、こ

の題材で何を始めるのだろうかと思われた会員の方も多かったのでは
ないでしょうか。また、これに輪をかけたように講師入場ではカブリ
物を被り入場され、鼻からとうふちくわを出すやいなや講演がスター
トしました、講師の方は鳥取観光コンベンション協会の植田英樹観光
プロデューサーです。
　今年度の大きなテーマでもありますＣＩについて、9月例会に続い
て第二弾とし、観光論からみた鳥取ＣＩについて講演をして頂きまし
たが、皆様如何でしたでしょうか。
　植田氏いわく鳥取の全国イメージが「マイナー」な県であるが、逆
に鳥取だからこそ出来る鳥取で暮らしている鳥取人だからその面白
さ、情報が出せる、この事を継続して行く事こそがＣＩではないだろ
うかと言われていました、我がＴＳＣでもますます自慢の出来るよう
なＣＩ団体になるよう、皆様知恵を出し合いましょう。ありがとうご
ざいました。 ����������� （広報委員会委員長　山本典浩）

10月例会を終えて

総務委員会より　今年度の総務委員会での初めての会報「おおぞら」の発行にあたり、皆様のご協力に感謝いたします。今後発行して行くにあたり、「こんな企画は？」などというご提案がありました
　　　　　　　　らどしどしお願いいたします。ちなみに次の発行予定は2004年5月の予定です。

　IT委員会担当の初めての例会が、この1月新年例
会でした。来賓・OBの方々が多数出席される例会
であり、新年早々の例会ということで現役会員の

懇親・交流にも大切な機会であることを考えると、どうしても成功さ
せたい！出席された皆さんにいい会だったなあって感じて頂きたい！
その思いだけで責任者を務めさせて頂きました。
　結果、会員出席率は80％に届かず、ビール・ウイスキーが足りな
くなったり、タクシーの送迎が段取り通りいかなかったりとご迷惑を
おかけしましたが、まずまず大過なく終了することができたのも、皆
さんのご協力があればこそと感謝の気持ちで一杯です。本当に有難う
ございました。（広報委員会　山本委員長・今岡副委員長に拍手！）　
　今後はホームページの完成と、4月の手作り例会に向かって、IT委
員会一丸となって頑張ります。 ���� （IT委員会委員長　麻生聖史）

1月新年例会を終えて

　11月例会では、鳥取市の国際交流員の、イサベ
ル・ハーターさん（ドイツ人）をお招きしての国
際例会でした。内容としては、『企業としての環境
問題、ドイツの環境対策』を御講演頂きました。他

国の環境問題に対するとりくみを見たようでした。
　また、11月例会には西部の中央会より、中本副会長、松浦委員長、
野口副委員長に御参加していただき有難うございました。

（国際交流委員会委員長　細砂修二）

11月例会を終えて

第第第第第第第第第第第第第第第第55555555555555555555555555555555回回回回回回回回回回回回回回回回中中中中中中中中中中中中中中中中小小小小小小小小小小小小小小小小企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業団団団団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体体体体全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告第55回中小企業団体全国大会参加報告
　平成15年10月30日（木）東京の渋谷公会堂において、中小企業
団体全国大会が開催されました。今回は東京開催ということで地方開
催に比べるとあまり大きくはなかったのですが、内容は濃いものにな
りました。というのも時の内閣総理大臣　小泉純一郎、経済産業大臣
中川昭一、日本の政府を代表する方々が参加され中小企業に応援の
エールを送っていただきました。貴重な体験をさせていただきまし
た。
　我が東部青年中央会は瀧本会長以下8名参加しました。中部から4
名、西部から17名、合計30名の参加になりました。また前日に懇親
会を開催いたしました。今回は東部が幹事を勤め渋谷駅近くの和風居
酒場におきまして市位清明県会長の挨拶に始まり盛大に行われまし
た。　来年は11月11日（木）、新潟県での開催になります。

（県出向理事　谷口昌弘）
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　平成15年11月19日に米子
市の「米子ワシントンホテルプ
ラザ」に於いて15年度の県経
営研修会が開催されました。
東部は総勢36名の参加でし
た。　開会後、平井伸治鳥取県
副知事による―「進化」する地

方自治―と題して基調講演が行われ、その後、パネルディスカッションが「企業と自治体の連携」と言う
内容で行われました。終了後、懇親会となり各地区会員がバラバラに、テーブルに分けられゲーム等で懇
親を深めました。アトラクションでは、航空自衛隊美保基地和太鼓クラブの方による豪快な演奏を開き、
大津直前県会長による中締めでお開きとなりました。
　西部会員の皆さん大変お世話になりました。 ��������������� （県出向理事　櫻井幸浩）


